
 

 

 

【韓国】 総合指数は週間で 3.9％安と大幅に 6週続落、今週も軟調か 

先週の動き／今週の展望 

総合指数は週間で 3.9％安と大幅に 6 週続落。積極的な買いにつながる目新しい材料が見当たらない中、総じて軟調に

推移した。週明け 19 日は FOMC を前に様子見ムードが強まり、4 日続落。20 日は前日の米株高に追随して 5 日ぶりに

反発したが、上値は重かった。21 日は反落。1－20 日の輸出が

前年同期比で減少し、貿易赤字となったことが嫌気された。週

後半も軟調。FOMC で積極的な利上げの継続が示唆されたこと

で世界的な景気減速への懸念が強まり、23 日終値は心理的節目

の 2300 ポイントを下抜け、20 年 10 月 30 日以来、約 1 年 11

カ月ぶり安値だった。今週も軟調な展開が予想されるが、値ご

ろ感に注目した買いが入る可能性も。国内では 27 日に消費者

信頼感指数、29 日に業況判断指数がそれぞれ発表される予定。 

 

【ロシア】 RTS指数は週間で 10.4％安と急反落、今週も地政学リスクが重しか 

先週の動き／今週の展望 

RTS 株価指数は週間で 10.4％安と急反落。ウクライナ情勢や戒厳令への警戒感で急落した。週明け 19 日は前週末比

0.2％安で、20 日はロシアがウクライナの支配地域で併合のための住民投票を計画したことやロシア国内での戒厳令発令

への警戒感で 9.3％安と急落。21 日は 4.1％安と大幅に続落し

た。22 日は配当を好感したガスプロムとタトネフチが急伸し、

指数は 6.1％高と反発したが、23 日は原油安も嫌気され 2.8％

安と反落した。指数は 21 日に一時 1017.86 ドルまで下落し、

4 月 27 日以来の安値を付けた。個別銘柄ではエネルギーのノ

バテク、ロスネフチ、ルクオイル、金融のズベルバンク・オブ・

ロシア、資源のノリリスク・ニッケルといった主力株が軒並み

2 桁安となった。今週は引き続き地政学リスクが重しか。 

 

【ベトナム】 ベトナム指数は週間で 2.5％安と 4週続落、今週はもみ合いか 

先週の動き／今週の展望 

VN 指数は週間で 2.5％安と 4 週続落。大幅利上げが予想される米 FOMC への警戒感から週明けに大きく下落した。

週初の 19 日は前週末比 2.3％安と大幅に続落。21 日に結果が発表される米 FOMC への警戒感から金融株を中心に売り

が強まった。20 日は押し目買いで 1.1％高と反発したものの、

その後も主要中銀の積極的な利上げ姿勢が嫌気され、上値の重

い展開となった。指数は 22 日に一時 1196.64 ポイントと 7 月

28 日以来の水準まで下落した。個別銘柄では金融のバオ･ベト･

ホールディングスが 4.3％高となった一方、不動産のカンディ

エン不動産が 7.7％安、公益のペトロベトナム電力総公社が

6.0％安、金融のベトコムバンクとゴム製品のベトナム・ラバー

がともに 5.1％安となり指数を押し下げた。今週はもみ合いか。 
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【先週の動き／今週の展望】SET 指数は 0.1％高、今週は

28日に中央銀行が金融政策決定会合を開催 

SET 指数は週間で 0.1％高と小幅反発。週末の反落が上昇幅

を縮めた。週初の 19 日は、エネルギー株が指数を支え 5 営業

日ぶりに小幅反発。20 日も買い優勢の展開となったが、21 日

は米 FOMC 後の声明発表を目前に控えた様子見で反落した。

22 日は銀行銘柄を中心に大型株が買い戻された効果で反発し

たが、23 日は新型コロナ対策として政府が発令していた非常事

態宣言を 10 月 1 日に解除する方針が発表されたものの効果は

薄く、反落して引けている。今週は 26 日の 8 月の貿易統計（通

関ベース）に続き、29 日に鉱工業生産が発表されるほか、28 日

には中央銀行が定例の金融政策決定会合を開催する予定。 

 

【インドネシア】 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

2.9％安、8月の CPI上昇率は 16 カ月ぶりの高水準 

クアラルンプール総合指数は週間で 2.9％安と続落。さえな

い値動きが続いた。連休明けの 19 日は前週から下げ止まらず、

前営業日比 1.1％安と 4 日続落。20 日は 8 月の輸出額が前年同

月比 48.2％増、輸入額が 67.6％増と高い伸びを示し、貿易収支

が市場予想から上振れした効果などで反発したが、21 日は前日

の NY ダウが長期金利の上昇を受けて下落した流れで、指数は

前日比 1.0％安と反落した。22 日は米国の大幅利上げ継続が嫌

気されて続落すると、23 日は 8 月の CPI 上昇率が前年同月比

4.7％と高止まりした影響で 3 日続落して引けている。今週は国

内の重要イベントが少なく、外部要因が指数を左右しそうだ。 

 

 

【先週の動き／今週の展望】ジャカルタ総合指数は 0.1％

高、中央銀行が 2会合連続の利上げを決定 

ジャカルタ総合指数は週間で 0.1％高と小幅反発。7200 ポイ

ントを挟んでもみ合った。週初の 19 日は金融株が指数上昇を

けん引して反発。20 日に小幅続伸した後、21 日は米国で開催

中だった FOMCで大幅利上げが実施されるとの見方が強まり、

景気減速への懸念が広がった影響で反落した。一方、22 日は前

日の NY ダウが 0.75％の利上げ決定を受けて下落したほか、イ

ンドネシア中央銀行も政策金利を 0.50％引き上げたものの影

響は軽微で、指数は終値で 7200 ポイント台を回復。ただ、23

日は反動で売られ、この水準を割り込んで引けている。今週は

FRB 当局者の発言や 9 月のユーロ圏 CPI が意識されそうだ。 

 

【タイ】 

【シンガポール】 

【マレーシア】 

【先週の動き／今週の展望】ストレーツタイムズ指数は

1.3％安、CPI上昇率の高止まりを嫌気 

ストレーツタイムズ指数は週間で1.3％安と3週ぶりに反落。

週末の下落が指数を押し下げた。週初の 19 日は、前週末の NY

ダウが利上げ加速に対する警戒感から下落した流れを引き継

ぎ、3 営業日ぶりに反落。その後は狭いレンジで一進一退の値

動きが続いたが、23 日は 8 月の CPI 上昇率が前年同月比 7.5％

と市場予想の 7.2％を上回ったことが嫌気され、指数は前日比

1.1％安と下値を広げて取引を終えた。今週は 26 日発表の鉱工

業生産に対する市場の反応が焦点。外部要因では中国の 9 月の

公式製造業 PMI と財新製造業 PMI が景況感の分岐点となる

50 ポイントを回復すれば、株式相場の支援材料になりそうだ。 
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